
役員立候補者等　公示　

立候補役員名 全道理事

（ふりがな） むらかみ　のぶちか 男 西暦

氏名 村　上　敦　哉 女 1973年12月9日

勤務先名

会員番号 48372 市町村

主な活動歴

立候補理由・
抱負

推薦者-① 川　尻　輝　記 会員番号 3138

推薦理由

推薦者-② 関　口　由紀子 会員番号 31824

推薦理由

推薦者-③ 鈴　木　　　健 会員番号 44018

推薦理由

小樽市

2014年より大橋謙策・野口定久・野口典子の協力を得て「北海道ソーシャルワーク実践研究会」を組
織し、ソーシャルワーク実践者の育成のための取り組みを行う。また、2016年より北海道社会福祉士
会道央地区支部の幹事、2017年より北海道社会福祉士会理事として会の運営に携わる。

今回、理事に立候補する理由は2017年から理事として活動してきましたが、理事の役割を理解するこ
とで精一杯となり十分な活動ができなかったため、次期はさらに会のために活動したいと考えたから
です。また、理事に再任された際には、気を引き締めて会の運営に携わり、社会福祉士会の更なる発
展に貢献したいと考えています。

村上さんは特に障害福祉分野において幅広い知識と経験があり、非常に実践力のある社会福祉士
です。今後、分野を問わず社会福祉士に求められる「個別支援」から「地域への支援」へのソーシャル
ワーク展開を北海道社会福祉士会が会員に向けて研修等を通じて発信するために村上さんには今
後も理事として活躍していただきたく、推薦いたします。

村上さんは主として、障がい福祉の分野で長いキャリアを有しており、地域福祉にも積極的に関わっ
てきました。昨年度に引き続き北海道社会福祉士会の理事として、さらなる貢献が出来る会員と確信
し、推薦致します。

村上さんは、道央地区支部幹事として事業の企画・運営に積極的に携わり、支部においての社会福
祉士会の活動推進に大きく寄与されています。
　地区支部の中では生涯研修部門を担当、北海道社会福祉士会理事の生涯研修委員として活動す
るなかで、道士会と地区支部をつなぎ円滑な研修運営に尽力されています。また、後志ブロック担当
として地域の会員や社会福祉士のスキルアップの為に活動されています。
　幹事会議では、豊富な経験と知識で他の支部幹事へ的確にアドバイスされています。
　以上のことから、地区支部及び道士会での精力的な活動実績から村上さんは、今後の社会福祉士
会の事業運営に求められる北海道社会福祉士会理事として適任であることを申し上げ推薦いたしま
す。
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